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2.北海道･東北地域大学附属農場協議会及び農場教
育研究集会
日　時一平成20年8月7日(木) ～8日(金)
会　場:酪農学園大学
参加者:中井　裕,遊佐文博,千葉純子
内　容:
農場教育研究集会発表
大学･小学校連携教育プログラム
大学･小学校連携教育プログラム｢生きる力を育む
動植物とのふれあい｣
大学･小学校連携教育プログラム｢生きる力を育む動植物
とのふれあい｣
遊佐文博*･千葉純子* ･菅野公司**
*東北大学大学院農学研究科附属複合生態
フィールド教育研究センター
**大崎市立鳴子小学校(現:加美郡加美町中新田小学校)
総合学習プログラムの内容
はじめに
当フィールドセンターでは,地域の児童生徒･住民を対
象として,農林畜産業･生物学さらには最新の科学技術-
の関心を喚起しようと,センターで取り扱っている様々な
動植物に実際に触れながら作業体験･形態観察･簡易実験
などの機会を提供する体験講座を開催している｡その中心
的な企画として,平成11年度から宮城県内外の小中学生
や大人向けの｢東北大学フィールドセンター開放講座｣を
年2回実施してきた｡そのほかに,近隣小学校の遠足や総
合学習,視察研修の場としても体験プログラムを提供して
いる｡
本報告では,平成19年度に大崎市立鳴子小学校4学年
の総合学習として,年間を通したプログラム-の協力依頼
を受け,教職員と連携をとりながら企画運営に取り組んだ
報告を行うC
<鳴子小学校4学年活動のめあて>
1.センター内の森林を歩くことを通して,自然のよさ･
イベント名 佇?｢?齒??厭????X,?ｨ.y^?ﾘｨ??センターの生き物にふれる活動 
総合学習 澱??喧k大学 偸H,ﾉ?}????ﾈ藕ﾟB?Eシとのふれあい 
フィールド 唳?Z?ﾈｬ??8H7ﾘ4X8ｸ5b?H5r???ﾂ??｢?紙芝居｢ウシさんのおはなし｣ 
センター内 ?X684ﾒ?ｨ4?ﾘ4ﾂ????ﾘ7ｸ4X5b?????･ウシとの体重比べ 
児童14名 ?ﾘ8(5r??ｨ7ﾘ62????"?ﾘ988ｨ8?X5ﾈ4R?搾乳体験 
1回目 刪?ｦ者1名 ??x,ﾈｬ???えさやり体験(｢どの草が好き?｣) ･哨乳体験 ･ヒツジとのふれあい 
総合学習 途?2?喧k大学 ?H,ﾉ?}????ﾈ藕ﾟB?ニホンジカの観察 
フィールド 唸6ﾈ486?8?5?ｸ8?･コンポスト微生物,乳酸菌の観察 
センター内 嫡丁(鍠,ﾉm?ｨ齷Zｨ,ﾉm ??H?+X*ﾘｬ??x.?･自分の指紋とウシの鼻紋比べ 
2回目 剋剴ｶ14名 引率者1名 茶"假yNx/?h,們ｨ+X竧.?･ウシの心臓の音を聞いてみよう ･子供達よりウシのお母さん-贈り物(リコー ダーとギターの演奏) 
総合学習 ??#b?喧k大学 ?X6豫????ｲ????x,ﾈｬ??ウシの放牧地の観察 フィールド 唳 ,ﾉ(h, ??X6豫?? ｸ,????)m???･黒毛和種,日本短角種の放牧地の散策 
3回目 刄Zンター ?8*?xｬ??
3,4年生 剿k山放牧地 唸?,ﾉ?,ﾉ?Z握??5(6?定7???定4ｸ7ﾘ5?粐?
｢秋を楽しもう｣ 剋剴ｶ30 引率者4名 ?X8ｨ6??ｨ4x6b?485?H4ｨ4x6h,ﾈｬ???
総合学習 ?"??喧k大学 ??ﾉ?}????ﾈ藕ﾟB?Eシとのふれあい 
フィールド 唳?,ﾉ?/??ｸ,?ｨ.x?m?ﾉ7陞????･ウシのブラッシング体験 
4回目 刄Zンター内 児童14名 引率者1名 勍｢ウシの分娩｣のスライドをみての質問会 
総合学習 ??b?喧k大学 ??ﾉ?}????ﾈ藕ﾟB?Eシから搾った牛乳の利用 
フィールド 唸?m?ﾉ7陞?ﾈｬ??7ﾘ985H4竰?｢魔法の雪でアイスクリームを作りましょう｣ 
センター内 唳+?ﾉ?ﾚﾘｬ??(ボールにアイスクリ-ムの材料を入れて,雪 
児童14名 唸?m?ﾈ截? 86ﾘ4ﾈ,ﾉu?B?ﾈｬ??上で子供達が転がし冷やしてもらいながらアイ 
5回日 刪?ｦ者1名 唸?幽ﾜﾈ神?85?H4ｨ4x6b?スクリームを作る) 
･雪の上での遊び(尻滑り) 唸4X5h,h,ﾈ-8.ｨ*?"?
昼食時にイタヤカエデ樹液を試飲 唸4?ﾘ?98ｸﾘ,ﾈｬ??X7X8?(5h984???ｸ,?x?{?茨iu?
発表会 ???鳴子小学校 ??ｨ-ﾈ,Y?ﾘxｧx?,Xｧx/?X*ｸ+ﾙ?.(4X5h,ﾈ+?h,?(*(,Bﾈ髯;h,?h.???86???(+ﾙJﾙUﾈ檍/?ｨﾜ2?
した○ 
営みを実感する
2.センターで飼育されている動物とふれあい,生き物-
の親しみを持ち,命を慈しむ心情を養う
3.季節の移り変わりによる自然の変化を観察する
活動を終えての所感
<生き物にふれあう活動を終えて:千葉純子>
この活動を始めるにあたり,総合学習の目的は｢生きる
力を育むことです｣との担任の先生の言葉を受け,私に何
ができるのだろうかと考えた｡しかも1回限りの体験学習
ではなく,年間を通してのプログラムであることを生かす
必要があると考えた｡また,このような体験プログラムに
関するサポーターの講習を受けたとき, ｢体験学習は主に
知識ではなく,知恵を養う｣ ｢教えるのではなく,一緒に
感じる,感じてもらうことが大切｣との言葉があったこと
を思い出したo　そこでこの活動では,私自身が感動したこ
と,不思議に感じたこと,そしてウシが大好きになったこ
とを一緒に再確認するつもりでプログラムを企画しようと
考えた｡技術的に工夫した点としては,活動の導入の際に
は手作りの紙芝居を用いることで興味を引くように努め,
質問に対しては資料付きの絵本で答えることにした｡その
結果,毎回子供達のキラキラした瞳を目の当たりすること
となり,毎回あふれるほどに感謝の気持ちのこもった感想
文を受け取ることとなったo特に,年間を通しての子供達
の変化には目を見張るものがあったo例えば第-回目の総
合学習では,子供達が緊張しながらウシに触れ,受け身だっ
たのに対し,二回目からは徐々に｢見たい｣ ｢聞きたい｣ ｢ウ
シに何かしてあげたい｣という言葉が聞かれ,プログラム
の後半には｢このウシ,ボクのこと好きみたい｣などと,
心と心が通いあう心地よさを感じてもらえたことが特に嬉
しかった｡さらに最後の発表会で,自分たちの感動を精一
杯後輩に伝えようとする姿は,心洗われる思いだった0
年間を通じた活動を終え,子供達には総合学習での体験
を生かして輝かしい未来を創造してほしいし,生きる力を
育んでほしいと心から願わずにはいられなかった｡また,
教員が時間を割いて短い時間でもお話してくれたこと,博
士が子供達のために一生懸命心を尽くして語って下さる姿
や情熱は,生涯子供達の心に残るだろうと感じた｡子供達,
先生,教員をはじめ,多くのみなさんがいて作り上げられ,
成果をあげることができた総合学習であることを,心から
感謝したいo
<森林を観察する活動を終えて:遊佐文博>
総合学習の｢森林を観察しながら歩く活動｣として実施
したプログラムでは,フィールドセンター内の森林に作ら
れた自然観察路を季節ごとに訪れることで,四季の移り変
りを感じてもらうことを主な目的としたo　芽吹きや木漏れ
日(視覚),鳥のさえずりや沢のせせらぎ(聴覚),木の香
りや空気の匂い(臭覚),木の肌や足裏の感覚(触覚),山
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菜や木の実の味(味覚)など,五感を使って季節ごとにさ
まざまな違いを感じてほしいと考えた｡
回数を重ねるごとに,子供達自らが木の実,変わった葉,
枝に付いたキノコ等を見つけるようになり,さらにそれら
の発見を｢不思議｣ ｢疑問｣として発展させる姿も多くみ
られた｡例えば冬の森林観察では,まず自分たちで雪の上
に足跡を見つけ,それが何の跡かを確かめ,ウサギと判る
とみんなでその跳びまねをした｡足跡の間隔を自ら体験す
ることでその跳躍力を実感し,驚きを新たにしていたよう
であった｡このように,子供達が自ら興味･関心をもち,
行動-と展開していく姿は特に心に残った｡
プログラムを実施するにあたって気のついたこととして
は,対象人数が14名であったのは, 1人でガイドするのに
ちょうど良い範囲であると感じた｡また,事前･事後の打
ち合わせが重要であることを痛感し,特に毎回受け取る子
供からの感想文を検討することで,次回のプログラムの改
善に生かしたことが,プログラム全体を成功させる大きな
要因であったと考えている.年度末に行われた総合学習の
発表会も,プログラム全体の意味づけを増す存在として,
教育的効果の高いものであることを実感した｡子供たちと
交流しながら発表を聞くことは,私にとってもよい経験と
なり,本年度のプログラムをさらによいものにするために
も役立つ意義深いものであった｡
総合学習とは:菅野公司(鳴子小学校)
公立小学校において教育課程は文部科学省が公示する
｢学習指導要領｣に基づいて編成しているo　その中で総合
学習の目標や内容について｢国が示す目標を踏まえ,より
具体的な目標や内容は,各学校において定めることを明確
に示した｡｣と規定している｡つまり端的に言えば総合学
習の目標や内容は各学校で決めなさい,ということであるo
鳴子町立鳴子小学校4学年においては,山林が多くの面
積を占め自然が豊か,という一方,子ども達は自然に触れ
る経験があまりにも少ない,という実態から自然体験学習
を総合学習の核として内容を組み立てることにした｡その
際,学校からの近さ,安全性,対応してくれるスタッフ,
などの観点から東北大学フィールドセンターに協力を依頼
した､
東北大学フィールドセンターが総合学習の場としてふさわ
しい理屯
①　学校に近い｡バスで片道15分ということは,十分な
活動時間を確保する上で貴重なことであるo
②　ゆっくり歩いて1-2時間程度の子どもでも楽に歩け
る山がある｡道や橋,または樹木名のプレートなどが
整備されていて,適当である｡樹種が豊富で野鳥や動
物なども生息し,ネイチャーゲームを行うにも適して
いる｡
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③　牛や羊など,おとなしく子どもが安全に触れることが
できる動物がいる｡搾乳体験や鼻紋採取,牛乳をあげ
たりブラシをかけてあげたりと,直接牛の体温を感じ
取りながら触れる体験が子どもに与える影響は大きく,
知識としてではなく,牛が好きだ,お世話をしたい,
という情意面の発達を促す側面は,道徳的な価値も含
まれると考える｡
④　そして最大の理由は,スタッフの専門性と熱意｡森林
の専門家,動物の専門家が子ども達の安全に配慮しな
がら季節に応じた体験メニューを工夫してくれる｡
フィールドセンタースタッフにすれば,通常の業務以
外の業務で負担は大きいと思うが,全ての面において
協力してくれたことが総合学習がうまくいった最大の
理由と考える｡鳴子には林業農家や家畜農家は豊富だ
が子ども達が安全に,教育効果の伴う活動をさせてく
れる場としては,フィールドセンター以外考えられな
かった｡晋.殴大学生や大学院生を相手にしている
フィールドセンタースタッフにしてみれば,小学生は
異質な存在だと思われるが,小学生の発達段階を考慮
し,興味･関心をひくような活動メニューを用意して
くれた｡
活動を終えての教師の所感
①　鳴子の自然の豊かさ,自然のよさを感じ取らせるため
には,年間を通して時間的な余裕を持って学習計画を
組み立てる必要があり,それがある程度実現できた｡
6月から2月までの自然のうつりかわりを継続的に体
験できた｡週3コマの総合の時数の中で学習計画を考
えることができた｡
導入:子ウシ誕生の紙芝居
②　子ども達に充実した学習活動をさせるためには事前の
打合せと事後の情報交換が欠かせない｡フィールドセ
ンターと学校で担当職員が事前に計画を相談できたこ
とは大きかった.また事後に子ども達の感想などを
フィールドセンタースタッフに見てもらい,感触をつ
かんでもらったことはその次の活動計画を考える際に
有効だったと思う｡フィールドセンタースタッフと担
任が子どもの感想などの情報を共有し,同じ理解から
以降の活動を考えることができたから｡
@　子ども達は,活動を通じて教師が意図した以上の学び
を得たように思う｡森林のこと,動物のこと以外にも
たくさんの学びがあった｡フィールドセンタースタッ
フとの心の交粥という道徳的な価値を知識としてでは
なく実体験として,ゆったりとした時間の流れの中で
得られたことは大きかった｡学習のまとめとして3年
生対象の｢発表会｣を企画しそこにフィールドセンター
スタッフもお呼びしたが,そのことを伝えたとき子ど
も達の目の色が確かに変わった｡単なる発表会にとど
まらず文集作り,紙粘土での動物作りと子ども達の意
見の中から発展的に活動が広がっていった｡これは,
子ども達の能動的な活動を促す要素が,この総合学習
の中にあったからだと考える｡
記の理由からフィールドセンターの活動は1回ではなく
1年を通して,そして1年だけでなく今後も鳴子小学校4
年生の活動として継続していくことが,鳴子′トの子どもに
とってまたは地域にとって良いことだと思う｡ただし,そ
れを支える時間的,人的,経済的な担保を教育委員会で十
分配慮する必要があると思う｡
搾乳体験 エサやり体験
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ヒツジとのふれあい
ブラッシング体験
クマ棚発見
ブナ観察タワーにてブナ観察
微生物観察
晴乳体験
ネイチャーゲーム｢私の木｣
雪上尻すべり体験
ウシの鼻紋･私の指紋
クローン牛の説明
樹皮を写し取り
